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Ⅰ．ﾎｰﾑｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ開発学科の特徴

1. 少人数制教育（定員40名）

2. 過去5年連続就職率100%（上場企業が多い)

3. 社会で活躍できる実践的な教育を実施
⚫ 1年・2年次は学習量が多く、基礎学力やモノづくり技術の基礎をしっか

り修得する。

⚫ 3年次に企業連携プロジェクト学習及び就業体験を導入。4年次に研
究室に配属し、先端的技術の研究開発(企業と連携した研究も多い)に
従事する教育をし、社会人基礎力を身に付けさせる。

4. 学外活動を通じて人間力向上の教育
⚫ 学生が主体に地元児童館や高校などでものづくり教室及びアイデア

コンテストの開催、サイエンスフェアの出場、国内外の学会発表など
を通じて人間力向上を目指した教育を実施



Ⅱ．3年修了時に必要な単位数

3年次の前期までの修得単位の平均

102単位以上（3年修了時までに116単位以上）

今回、前期の成績の修得単位が90単位未満の人
はクラス担任(奥村、安部)までご連絡下さい。

※本学では2年次留年制度はありませんが、3年次から4年次に進級するときに、「卒業
研究履修資格かつ104単位以上の条件を満たさないと留年となります。各学年で平均
履修単位数を満たしているとスムーズに進級できますので普段から履修単位及び必修
科目の履修可否の管理をお願い致します。

★前期までの修得単位には通年科目が含まれていません

成績表は９/１０に保証
人の皆様に郵送予定

奥村先生 okumura@he.kanagawa-it.ac.jp

安部先生 abe@he.kanagawa-it.ac.jp

mailto:okumura@he.kanagawa-it.ac.jp
mailto:abe@he.kanagawa-it.ac.jp


各学年次修得単位の目標値

前期修了時 後期修了時

⚫ １年次 20単位 40単位

⚫ ２年次 60単位 80単位

⚫ ３年次 102単位(102) 116単位(116)

⚫ ４年次 116単位 124単位

成績について

⚫(      )にある数値はいままで卒業した学生の修得した単位の平均値

⚫3年次後期修了時に「卒業研究履修資格かつ104単位以上の条件を満たさないと
留年となります。十分気を付けましょう。



卒業研究履修条件

⚫ ３年終了時までに

１０４単位修得

⚫卒業研究を考慮すれば

１１６単位修得が必要

⚫←履修要綱p.201～205に記載

後期科目履修登録前に、

「卒業研究履修条件」が満たさ
れているか？

再度確認しましょう！



本学科の卒業要件

⚫卒業研究を考慮すれば

１１６単位修得が必要

⚫←履修要綱p.204に記載

卒業必要単位数の条件が
満たされているか？

再度確認しましょう！



Ⅲ．履修モデル

ﾎｰﾑｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ開発学科のコースには4コースあ
ります。

1. 一般コース

2. 健康スポーツコース

3. 教員養成コース

4. 特別専攻コース

コースによって履修科目などが異なるので、後期
科目を履修するとき再度確認しましょう！



(1) 一般コースの履修モデル



(2) 健康スポーツコースの履修モデル



(3) 教員養成コース(高校)の履修モデル



(3) 教員養成コース(中学)の履修モデル



(4) 特別専攻コースの履修モデル



Ⅳ．個別相談会の案内

下記の通り、ﾎｰﾑｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ開発学科では、

個別相談会を希望者のみ実施致します。

日時：2022年9月24日(土) 10：00～15:00

Zoomにてオンラインで行います。

※希望者は9月16日までに山崎先生のメールアドレス
(yamazaki@he.kanagawa-it.ac.jp)まで学年、氏名、
希望の時間帯を明記してご連絡下さい



ﾎｰﾑｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ開発学科の
課外活動のまとめ



課外活動報告

＜第17回若年者ものづくり競技
大会（ロボットソフト組込み職種）
＞
●日時：2022年7月27日（水）・28
日（木）
●会場：広島県立広島産業会館

●主催：厚生労働省及び中央職
業能力開発協会（JAVADA）
●URL：若年者ものづくり競技大
会（JAVADA）



課外活動報告

大学広報イベント アイディアコンテストへの
参加

各種課外活動は広報誌KAITに

掲載

第２４回電子ロボと遊ぶアイディアコンテスト

ご協力頂いた本学の学生

2022年8月5日に開催(33チーム86名)

ロボットプログラム制御の
基礎

高校生と連携した講座

大学生4名と高校生16名が参加


